
Title エリザベス・アイゼンスタイン著
最初の職業的革命家、フィリッポ・ミッシェル・ブォナロッティ : 伝記的評論

Sub Title Elizabeth L. Eisenstein ; The first professional revolutionist : Filippo Michele Buonarroti, a
biographical essay

Author 飯田, 鼎
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 1959
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.52, No.11 (1959. 11) ,p.989(55)- 993(59) 

JaLC DOI 10.14991/001.19591101-0055
Abstract
Notes 書評及び紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19591101-

0055

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


班

党

の

力

が

弱

い

た

め

、

ビ

久

マ

.
ル

，
ク

め

圧

力

4

よ

?

て

国

民

的

な

統

』

：運

動
 

の

先

頭

に

兑

つ

こ

^

が

で

き

な

か

.

っ

た

し

、
'
:労

$

階

級

も

ま

た

菅

猶

な

政
 

党

を

欠

い

て

い

た

た

め

に

、
へ

国

民

的

な

統

一

：の

た

め

の

：闘

い

.
の

な

.
か

マ

指

導

権
 

を

撃

握

す

る

と

と

が

で

き

な

か

'

?
た

(

g

s

,

y- ?
-<
J

a

。

リ
'
丨

プ

タ

ネ

ヒ

.
ト

と

ベ
 

I

ベ

ル

に

と

っ

て

は

、
：：ー

方

に

お
.
い

へ

て

ド

イ

ツ

め

国

露

統

一、

他

方

に

お

い

で
 

労

働

者

階

級

に

よ

る

^

g

政

党

の

結

成

#

焦

肩

の

'
急

務

と

な

.
つ

た

の
.
で

あ

：っ 

て

、

前

者

は

後

者

の

必

須

の

：前

提

で

あ

っ

た

。
，
労

、働

者

階

級

は

絶

対

主

義

#

力
 

を

打

倒

し

、

国

民

的

統

一

'

を

実

現

す

る

た

め

に

、

小

ブ

ル

ぶ

ョ

：
T

民

主

主

義

者
 

(
K

l
e

l
n

b

c :r
g

,
e

r
l

i
c

i
l

e
r

 

D
e

i
k

r
a

t
Y

と

の

統

一

戦

線

の

結

成

、
革

命

的

労

. 

働

者

政

党

の

結

成

の

た

め

.
の

ラ

ッ

サ

ー

ル

主

義

と

の

た

た

か

い

'
を

同

時

.
に

.お

し
 

す

す

め

な

.が

ら

、

し

か

も

小

ブ

.
ル

ジ

3:
ア

民

主

主

義

者

と

の

共

同

闘

争

の

限

界
 

を

明

確

に

把

掲

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

.
つ

た

。

こ

ぅ

し

た

困

難

な

問

題

の

解

決
 

の

た

め

に

、

マ

ル

ク

ス

主

義

が

ド

イ

ツ

^

1

階

^

に

浸

透

す

る

必

然

性

が

，あ
 

っ

た

。 

.

:

第

五

章

お

よ

び

第

六

章

に

お

.
い

て

は

、
I英

囯

に

お

」

け

る

マ

'
ル

ク

ス

お

よ

び

エ
 

ン

.
ゲ

.
ル

ス

.
の

努

力

に

よ

る

第

一

イ

ン

タ

.，
丨

ナ
‘
ゾ

ョ

ナ
.ル

.の

結

成

を

契

機

と

す

る
 

国

際

的

社

会

主

義

運

動

の

発

展

に

呼

応

し

て

、

ブ

ル

ジ

ョ

ア

的

な

影

響

を

脱

却

. 

し

た

独

立

の

労

働

者

組

織

の

建

設

が

.
要

求

^

れ

た

の

で

あ

っ

た

が

、

「

4

ド
イ 

ツ

労

働

者

®

其

の

セ

タ

ト

(

ラ

ッ

サ

ー

ル

主

義

者

)

.

が

、
.
ド

イ

ツ

労

働

蓮

動

に
 

+
乂

配

的

で

あ

る

限

り

は

、
：
ド

イ

ツ

の

労

働

若

階

級

か

ら

は

、

独

立

の

歴

史

的

行
 

動

は

何

物

も

期

待

し

え

な

か

っ

た

の

で

あ

る

(
S

S
.

 

8
5
1
9
0
)
。

一
 

八

六

六

年

の
 

初

頭

.、

プ

ロ

シ

ア
*

オ

~

ス

ト

リ

ア

戦

争

の

危

機

の

深

ま

っ

て

ゆ

く

な

か

で

、

.

ビ
"
.

ス
：；

.

マ
ル-

.ク
に.

よ
る̂

イ
..ツ
の
プ
ロ

.

.シ.

ア
化.

と
オ
.丨
ス

.

.■ >

リ
T

.

の
締
め
出
し
に

慕
す
る
小
布
霜
級
の
運
蒙
全
国
的
に
わ
き
お
：こ
，り
、
.:
:と
く
に
近
代
エ
業 

:の
発
展
し
た
ザク

. ：

セ
：ス
に
お
ふ
て
は
、：：_

と
し
て
小
市
民
的
介
意
識
に
と
ら 

わ
れ
て
い
た
と
は
ぃ
え
ヽ
者
が
：そ
の
蓮
動
の
先
頭
に
立
っ
；た
0
.三
月
革
命 

‘

«
体
験
者
、
革
命
的
民
、王
主
義
者
.
.
エ
ツ
ヵ
ル
.ト
；

(Ludwig, E
c
k
a
r
d
t
)
：

は
、
 

ド
イ
ツ
の
統
一
：に
はI:

一.つ
：の
途
が
あ
る
。「

ひ
と
：つ
は
、血
と
鉄
に
よ
る
権
力
の 

方
法
に
よ
？
て
、.
侵
略
愁
に
も
え
：る
支
配
者
に
よ
る
上
か
ら
の
統
一
で
あ
り
、

.

fi
f
eは
、
下
か
ら
す
る
人
民
に
よ
る
統
一
で
あ
る」

と
の
べ
た

が(gg, 95196
)
、 

下
か
ら
の
統
一
.の
た

め
'の
国
民
会
議
が
、

一
八
六
六
®

f

一
一 

五
日
お
よ
び
一
一 

六
日
、
' ド
1/
'ス
デ
ン
.で
開
か
れ
た
。
：席
上
べ
I
ベ
ル
は
：、
労
働
者
の
共
同
闘
争 

を
宣
言
し
、
.こ
の
大
会
.に
関
連
し
て
、
'ラ
ィ
ブ
.ツ
ィ
ヒ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、

ゾ
ェ 

ム
ニ
. 

'ツ
、
ゲ
ー
ル
リ
ツ
ツ
な
ど
の
労
働
者
教
育
協
会
の
代
表
者
と
全
ド
イ
ツ 

労
働
総
同
盟
の
指
導
者
が
.つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
決
讓
を
し
た
こ
と

、
は
.重
要
で
あ
る
。
 

す

な
わ

ち

、

i

p

s

-民
主
的
な
団
お
よ
び
集
会
の
権
利
、
移
動
の 

自
由
、
営
業
の
自
由
、
.旅
行
制
限
の
廃
止
、
学
制
改
革
の
.制
定
、
国
家
に
よ
る 

学
校
の
維
持
、
賃
金
問
題
、；
疲
病
お
よ
び
救
i

金
の
規
定」

_

な
、どで
あ
る 

(S. 
96 〕

。 

'
 

.

こ
.の
蓮
動
は
、
小
市
民
階
級
の
..不
統
.
.一
お
よ
び
無
気
力
そ
し
て
さ
ら
に
.プ
ロ

レ

タ

リ

ア

.丨

ト

に
■
た

い

す

.る

猜
疑
に
.よ

っ
て
-

-
-
-
-
た

と

え

は

リ

ー

プ
ク

ネ

ヒ

ト

が
オ
.
1ス
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
貿
収
さ
れ
て
ぃ
龙
と
考
え
る
よ
ぅ
な
-
-
-
-

失
敗
に

終
ゥ
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
勝
利
に
婦
し
た
の
で
あ
る
。

第
七
章
以
下
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
蓮
動
を
支
配
し
て
い
た
ラ
ッ
サ

I

ル

主

義

——

シ

ュ

ヮ

ィ

ツ

ァ

に

よ

っ

て

代

表

さ

れ

る

一

-

に

対

し

て

、

マ

ル 

ク

ス

お

よ

び

エ

ン

ゲ

ル

ス

に

よ

っ

て

指

導

さ

.れ

た

リ

ー

プ

ク

ネ

ヒ

ト

と

ベ

ー

ベ 

ル

が

ど
.
.の

よ

ラ

に

‘克

服

し

よ

う

と

し

た

.か

、

そ

し

て

.一

八

六

九

年

、

ラ

ッ

サ

I
 

ル

主

義

に

対

抗

し

て

労

働

者

階

級

に

よ

る

$

的

改

党

社

会

民

主

労

働

党

を

建
 

設

す

る

ま

で

の

過

程

を

克

明

に

描

い

て

い

る

。

そ
.
の

全

部

に

わ

*

っ
，て

紹

介

す
 

る

余

裕

は

な

い

が

、

本

書

は

要

す

る

に

黎

明

期

の

ド

ィ

ツ

労

働

運

動

と

社

会

主
 

義

連

動

に

関

す

る

注

m

す

べ
.
者

労

作

で

あ

る

。

と

く

に
.
リ

ー

プ

ク

.
ネ

ヒ

ト

お

よ
 

び

べ

ー

べ

ル

と

い

う

ニ

人

の

巨

人

の

動

き

を

通

じ

て

、

ブ

ル

ジ

3

ア

民

主

、芏

義
 

蓮

動

と

の

.
関

係

を

重

視

し

た

こ

と

は

卓

見

で

あ

り

、

苦

悶

し

つ

0
あ

っ

た

ド

ィ
 

.

ツ

，
ブ

ル

ジ

ョ

ア

ジ

ー

の

国

民

：

T

へ

の

赚

烈

な

要

求

と

.
の

関

連

に

お

い

：て 

f

的

な

労

働

者

階

級

の

運

動

の

.發

展

を

把

握

し

た

こ

と

は

一

層

教

i !
[

的

で

あ
 

ろ

う

。

し

か

し

そ

の

反

面

、

分

析

的

な

叙

述

よ

り

も

記

述

的

説

明

的

な

部

分

が
 

多

く

、

や

や

冗

漫

に

流

れ

る

点

も

里

乂

っ

て

い

る

。

そ

れ

か

ら

い

ま

ひ

と

つ

、

ラ

ッ

サ

ー

ル

主

義

に

対

す

る

評

価

の

.問

題

で

あ

る

。

そ

の

，反

動

的

，
小

市

民

的
 

性

格

を

指

摘

す

る

こ

と

は

絶

対

に

必

要

で

知

る

が

、

そ

れ

よ

同

時

に

、
：
じ

か

^
 

そ

れ

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

a
t

-、

ラ

ッ
サ
.
丨

ル

主

義

が

根

^

^

ド
ィ
ツ
労

働

者
 

階

級

に

浸

透

し

、

そ

0-
容

暴

に

拭

い

が

た

い

痕

跡

を

，印

し

た

の

.
：は

何

故

が

、
：
0 

ま

り

ラ

ッ

サ

I

ル
:主

義

に

た

い

す

る

客

観

的

な

分

f

ほ

と

ん

ゼ

み

ら

れ

な

ぎ
 

'

っ

た

こ

と

は

残

念

で

^

る

。
.1

.1
.

九

：五

九

-.

九
.

.

办

——

.

ベ

.'
:
:

，

(

飯

田

'

 

鼎)

'.
.

書評及び細介

「

:

.エ

.リ

ザ

ベ

ス

•..ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
蕃

: .『

最
初
の
職
業
的
革
命
家
、
フ
ィ
リ
ッ
ボ
.
ミ
ッ 

:
.

,シ
：K.

,

ル
.

.

ブ
^

' ^

ロ
ッ

テ

ィ

I

伝
記
的
評
論

—
』

s
l

i
z

a
b

e
t

h

r

E
i

s
e

s
t

e
i

n
-

I

 

T
h

e

 

F
i

r
s

t

 

P
r

o
f

e

5 ?' 

s
i

o
j

i
a

l

 

E
.

e

< lo
l

u
t

i
o

n
i

s

c +
s..

F
i

l
i

p
p

o

 

M
i

c
i

l
e

l

O Jw
u

o
n

a
r

-

 

r
o

t
i

,

 

a

 

B
i

p
g

r
a

p
h

i
c

a
l

H
s

i
s

a
y

,

 

1
9
5
9

.
)

，
本

書

は

、

ハ

ー

バ

•

丨

ト

大

学

出

版

部

か

ら

出

さ

，れ

て

い

る

「

ハ
，'
丨

バ

—

ト

歴
 

史

研

究

叢

書

J

 

C
H

a
r

v
a

T
d

:
.

 

H
i

s
t

o
r

i
c

a
l

 

M
o

n
o

g
r

a
p

h
)

.
.

の
.，1

冊

で

.
あ

る

？
 

表

題

の

示

す

ょ

.
ぅ

に

'
プ

ラ

1

ス

革

命

の

渦

中

に

生

じ

：た

革

命

的

社

会

主

義

者

,
 

エ
：：

ル

：
；

パ

ブ

ー

フ

C
N

o
e

l

 

B
.

e
u

f
)

の

協

力

者

、

：議

者

と

し

て

、

同

志
 

パ

：ブ

ー

フ

の

死

後

、

ウ

ィ

|

:

ン

会

襲

の

ヨ

-

ロ

ッ

バ

に

活

躍

を

つ

づ

け

、

メ 

ッ

テ

ル

t

v

.

ヒ

の

反

動

政

治

の

も

と

に

！f

動

し

つ

.

つ

あ

っ

：た

自

由

主

義

運

動
 

.―

—

イ

.
タ

：.リ
.
ア

に
.
'お

け

る

力

.
ル

ボ

ナ

リ

觉

の

'.運

動

や

ド

イ

ツ

■'
の
.ブ

ル
.

シ
.H

 

V

シ 

>

.

フ

h

■に

見

ら

れ

る

I

に

大

き

.な

影

響

を

あ

た

え

.た

ブ

ォ

ナ

ロ

ッ

テ

ィ

の

生
 

涯

を

.
と

り

あ

.
つ

か

っ

た

も

の

'
で
'あ

：る

？

本

書

の

論

評

に

入

る

前

に

、

フ

ラ

ン

ス
 

社

会

思

想

史

：
に

：
は

全

く

の

£

外

漢

に

.す

ぎ

な

い

筆

者

が

、

何

故

に

こ

め

書

を

と
 

り

あ

げ

た

か

と

い

ぅ

個

人

的

攻

理

由

を

0

べ

さ

せ

て

い

た

；だ

く

な

ら

ば

、

そ
 

れ

は

、€

の

ブ

ォ

ナ

.
ロ

’

テ

：ィ

«

々

肇

者

の

：
こ

と

数

年

来

の

主

た

る

研

统

対

象
 

で
.
あ

つ

た

チ

ャ

ー

チ

大

ト

運

動

の

す

ぐ

れ

た

指

導

者

ブ

ロ

ン

テ

ア

.

オ

ブ

ラ

イ

'
.

H
:

ン■
C
B
TO

ILterre  Q
B

T
ie

n
)：

に
、
：
大
ぎ
な
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
■を
記
憶 

し
^
い
た
ー
か̂

で
あ
る
。
;:
'

:

' 

:
.,/

■'
k

i

 

.35
:

五
' C 
九
.八
.九
.

>

 

:■

.

.

.

 
.
.
.
.

 

.

.

.

.

 

'

'

.

 
■;

 

.

• 

• 

• 

- 

• 

•
•
. 

r

40688



著
奢
は
、
そ
の
序
論
の
.な
か
で
、「

先
駆
者
と
し
て
の
議
論
の
余
地
の
.な
い 

地
位
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
チ
ィ
は
い
ま
ま
で
適
定
な
認
識
を
う
け 

た
こ
と
は
な
か
っ
た」

(

P
.
I
.

)

，と
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
著
者
は
、
ブ
.ォ 

ラ
ロ
ッ
テ
ィ
.に
た
い
し
て
新
し
い
評
価
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
解
' 

釈
に
ひ
と
つ
の
修
正
を
加
え
よ
う
と
努
力
し
：て
い
る
。T.

フ
ィ
リ
ッ
プ
..ブ
ォ 

Iナ
ロ.

ッ
テ
ィ

■
と

い
う
人
物
は
、『
バ

ブ

ー

フ

の

を

.研
^
す
る
.人
々
.に
と 

っ
て
は
、
長
い
間
親
し
.み
深
い
も
の
で
あ
っ
■た
。

パ
ブ
ー
フ
お
よ
び
ダ
：ル
テ 

と
之
も
に
、
_

者
と
し
て
め
彼
の
役
割
、

そ
し
て
：と
く
に
事
件
の
.歴
史
家 

9
i
s
t
o
r
i
a
n

 o
f

 t
h
e

 a
f
f
a
i
r
)

と
し
て
の
彼
の
そ
O
後
の
彼
割
は…

…

、
.い 

か
な
る
研
绝
者
に
も
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.0
パ
ブ
ー
フ
と
の
協
力
関
係
の 

た
め
だ
け
で
、
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
を
知
る
こ
と
は
、
十
九
世
紅
に
お
け
る
も
っ 

と
も
重
要
な
生
涯
の
ひ
と
つ
を
觅
失
う
こ
と
に
な
る」

^

^

〒

^

。

;

以
上
の
よ
う
に
の
ベ
て
^̂

は
、
従
来
ま
で
，の

「

フ
ラ
ゾ

ス
革
命
一一

-

フ
.ラ 

ン
ス
社
会
主
義——

バ
ブ
I
フ」

の
系
譜
の
な
か
で
不
当
な
評
価
を
う
け
て
き 

た
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
の
人
物
お
よ
び
業
績
を
、
.新
た
な
意
図
の
も
と
に
再
評
価 

し
よ
う
と
し
た
も
の
，で
あ
る
。
.本
書
は
、

一

.8.
 

ニ

形

成

期

、
三
：
新

.

 

し
い
生
涯
へ
の
試
み
、

四
書
籍
の
試
み
、
.
五
革
命
家
と

「

.モ
ン
ド」

、
六 

国
内
に
お
け
る
革
命
家
、
七

死

と

変

容

、
の
諸
章
か
ら
成
り
、
終
り
に
詳
細
.：
 

な
参
f

馨
題
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
の
形
成
期
は
、

一
.七
六
一
年
.

H

月
一
一
日
、
イ
タ
リ
ア
の
ピ
サ
に
生
ま
れ
た
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
が
、

フ
ラ 

ン
ス
革
命
の
渦
中
に
、革
命
家
に
成
長
す
る

ま

で

の

過
程
が
描
か
れ
て
い

る

が

、 

こ

こ

で

と

く
に
強
調
さ
れ
て

い

る

こ

と

は

、

フ
ラ
ン
：ス
啓
蒙
思
想
、
と

り

わ

け

V

五

六

(

九
九
〇)

ル
.ソ
1
の
思
想
のピ

. ：

サ
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
頃
の
彼
に
あ
た
え
.た
影
響
で
あ 

る

：(p, 10)
。：

す
な
わ
ち
彼
は
ど
：の
，こ
ろ
か
ら
'
—:

七
七
六
年
ア
ダ
ム
，.ヮ
イ 

ズ
ハ
ゥ
プ
ト
.(

£

1 w
e
i
s
h
a
u
p
t
)

に
よ
ヮ
て
建
設
さ
れ
た
急
進
的
# -
蒙 

団

体「

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ

..
-
•

(
n
l
u
m
i
B
t
i
)
J

 

.

.
に
加
入
し
、一
ル
ソ
ー

の

「

社
会
契 

約
論」

や

「

人
間
不
平
等
起
'f

」

，な
ど
を
読
ん
だ
こ
と
は
，
彼
の
生
涯
に
決 

定
的
な
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
づ
た
，

■

.
こ
こ
で
著
者
は
、
.:
■従
来
、
多
く
の
研
绝
者
I

な
か
で
も
.マ
ル
ク
ス
主
義
者 

が
ブ
ォ
ナ
&
ッ
テ
ィ
の
思
想
形
成
の
上
で
一
大
転
期
と
な
っ
た
寒
件
と
し 

て
、.
重
要
視
す
る
コ
ル
シ
カ
鳥
に
お
け
る
農
民
一
揆——

土
地
囲
い
込
み
の
結 

'果
と
じ
て
.の
農
民
の
追
放
、：
そ
し
て
大
規
模
な
暴
動
の
勃
発——

に
つ
い
て
、
 

そ
の
ブ
ォ
ナ
ロ
：ッ
テ
ィ
に
た
い
.す
る
影
響
の
過
大
視
を
戒
め
て
い
る
が
、
そ
の 

.論
証
は
、
必
ず
し
も
充
分
：と
は
い
え
が
い
0 
.フ
ラ
シ
ス
革
命
の
報
道
を
き
い
て 

コ
ル
シ
カ
.島
に
渡
り
、
フ
ラ
ン
ス
入
国
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る
間
に
そ
の
事 

件
を
目
撃
し
た
わ
け
.で
あ
る
が
，パ
著
者
は
、
彼
が
コ
ル
：シ
カ
島
へ
ゆ
か
ず
に
直 

接
フ
ラ
ン
.ス
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
思
想
的
径
路
に
実
質
的
な
変
化
が
み 

.ら
れ
な
い
と
い
ぅ
こ
と
を
再
三
に
わ
た
っ
て
の
べ
、

と
く
に
ル
フ
ヱ
ー
ヴ
ル

(
G
e
o
r
g
e
s
L
e
f
e
v
r
e
)

の
解
釈
を
否
定
し
て
い
る

(
P

P
,

 

14—
16

)
。

こ
れ
は 

根
拠
が
薄
弱
で
あ
り
、
い
か
に
も
説
得
力
に
乏
し
い
憾
み
が
あ
る
。

1
七
九
三
年
五
月I

一
七
日
、
フ
ラ
ン
X
国
民
議
会
の
布
告
に
ょ
り
、
フ
ラ
ン 

ス
市
民
と
し
て
認
め
ら
れ
や
が
て
ロ
べ
ス
ピ
エ
ー
ル
と
も
知
り
合
い
に
な
っ
た 

の
だ
が
、
彼
の
本
格
的
な
活
動
は
、
か
の
テ
ル
ミ
ド
I
ル
の
反
動
後
に
は
じ
ま

第
二
窣
は
、

ー
七
九
四
年
ロ
べ
ス
ピ
チ
ー
ル
派
の
没
落
後
、
革
命
の
進
展
が 

次
第
に
反
動
勢
力
に
よ
っ
て
お
し
と
ど
め
ら
れ
、
や
が
て
一
七
九
九
年
、
い
わ 

ゆ
4 
.「

ボ
ナ

パ

ル

ト

の
ブ
リ

.ユ
メ

ー

ル
十
八
日」

に
よ
っ
て

革
命
そ

の
%•
の
に 

終
止
符
が
う
た
れ
た
当
時
か
ら
、

一
八
二
三
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
^
#
^
の
員
ま
主 

義
運
動
の
後
退
、
.そ
し
て
メ
ッ
テ
ル
-
ッ
ヒ
の
反
動
的
支
配
の
も
と
に
屈
従
を 

強
い
ら
れ
て
い
っ
た
時
期
ま
で
の
間
、.ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
が

1

的
革
命
家
と 

し
て
ど
の
よ
う
な
組
織
的
活
動
を
お
こ
な
ク
た
か
、
と
く
に
パ
ブー

フ
と
の
関 

係
、
イ
タ
リ

ア
統
一

蓮
動
や
オ
ラ
ゾ

ダ
に
お
け
る
、、ハ
.ブ
ー
フ
主
義
者
の
叛
乱
へ
. 

の
参
加
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
著
者
が
も
っ
と

も

力
説
し
て
い
る
こ
と
は
、

一
七
九
六
年
の
バ
ブ
ー
フ
の
i

と
ブ
ォ
.ナ
ロ
ッ
テ
ィ
の
秘
密
結
社
と
の
思
想 

や
運
動
に
お
け
る
関
連
性
で
は
な
^―

著
者
は
む
し
ろ
序
論
で
の
パ

て
い
る 

よ
う
に
、
パ
ブ
ー
フ
に
関
係
す
る
限
り
に
お
い
て
、
ブ
ォ
ナ
P
ッ
テ
ィ
に
ふ
れ 

る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
I

ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
自
身
の
.組
織
や
蓮
動
の
な
か 

に
ま
っ
た
く
独
自
の
も
の
の
^

^
を
主
張
し
て
い
る
。リ
こ

の
点
は
非
常
に
問
題 

で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
$

叩
末
期
の
パ
ブ
ー
フ
の
陰
謀
は
、
ル
ソ
I
、

マ
'ブ
リ
，
 

I
、
モ
レ
リ

I

さ
ら
に
は
プ
ラ
トー

の
共
産
ハ
王
義
思
想
の
.影
響
の
も
と
に
な
さ 

れ
た
こ
と
は
辦
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
、、ハ
ブ
ー
フ
と
同
じ
共
産
主
義
思 

想
か
ら
出
発
し
た
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
が
、
パ
ブー

フ
の
^
^
者
と
し
て
運
動
を 

つ
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
過
程
に
.お
い
て
思
想
的
戦
術
的
転
換
を
経
験
し
た
の
は 

何
故
で
.あ
ろ
う
か
。
著
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
：い
る
:0
、

.
「

テ
ル
ミ
ド
I

ル
以
前
の
共
和
国
と
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
の
驾
時
の
世
界
の
間 

の
歴
史
的
な
.間
隙
は
、
.ひ
と
つ
の『

偉
大
.な
勝
利
の
日』

が
も
は
や
橋
渡
し
で
き
■

書

、評

及

.び

紹

介

な

い

ほ

ど

の

深

淵

に

ま

：で

大

き

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

双

^

へ

の

正

道

に

お

い
 

て

、
入

間

性

を

ゆ

り

動

か

す

た

っ

た

ー

度

の

_
#1
を

目

的

と

す

る

陰

謀

的

な

組
 

織

か

ら

、

ブ

ォ

ナ

ロ

.ッ
テ

ィ

の

罾̂

⑽

日
心
豸
は
、

全

人

類

の

た

め

に

獲

得

し
 

よ

う

と

努

力

し

て

.い
た

純

化

さ

れ

た

共

同

社

会

を

例

証

す

る

秘

密

の
『

救

®

』

 

の

『

毛

管

現

象

』

.に
よ

っ

て

、

腐

敗

し

た

社

会

の

腐

蝕

を

漸

次

に

ひ

き

お

こ

す
 

方

向

に

向

っ

た

」

«
,CO
S
と

:0
こ

の

叛

乱(

&
a
H»-
ia>
a
5 *
^

か

ら

秘

满

教
 

団

(secret o
r
d
e
r
)

へ

の

戦

術

的

、

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

的

推

移

の

証

据

と

し

て
 

著

者

は

、

ブ

ォ

ナ

ロ

ッ

テ

ィ

の

秘

密

砠

罾

「

M
高

に

し

て

完

全

な

る

支

配

者

1_
* 

(sublimes Manxes.Farfaits)

を

あ

げ

、

こ

れ

に

つ

い

て

論

じ

て

い

る

。 

著

者

は

こ

の

団

体

を

も

.っ
て

.
V
.
ネ

オ

.
ジ

ャ

コ

バ

ン

主

義

と

反

ボ

ナ

パ

ル

ト

主
 

義

と

の

結

合

で

あ

る

と

す

る

見

解

を

支

持

し

、

そ

の

蓮

動

に

お

い

て

バ

ブ

ー

フ
 

の

.共
産

主

義

思

想

の

影

響

を

強

調

す

る

と

同

時

に

、

口

シ

ア

の

デ
カ

ブ

リ

ス

ト
 

の

蓮

動

、

ド

イ

.

.
ツ

の

ブ

ル

シ

，モ

ン

シ

ャ

.フ
ト

の

蓮

動

、
.
イ

タ

リ

ア

.に

お

け

る

力
 

ル

ボ

ナ

リ

觉

の

運

動

と

の

関

係

に

つ

い

て

、

多

く

の

.研
究

者

の

説

を

引

用

し

、 

こ

の

秘

！

^
社

の

性

格

に

つ

い

'て
論

じ

て

‘い
る

。

「

の

ち

に

ブ

ラ

ン

キ

や

バ

ク
 

I > 1

ン

に

よ

っ

て

結

成

さ

れ

た

矶

^

M

aの
よ

う

に

、

そ

れ

は

そ

れ

を

つ

く

り
 

出

し

、

そ

れ

支̂

配

し

.た
1

的

^

ま̂

の

^g

な

軍

隊

で

あ

る

と

い

え

る

だ
 

ろ
うJ

殳

さ

^
著

者

は

こ

こ

.で
、

こ

の

組

織

の

活

動

や

.そ

の

意

因

さ

ら

に
 

そ

の

機

能

に

つ

い

て

、

詳

細

な

傍

証

：を

試

み

て

い

る

が

、

も

っ

と

も

根

本

的

な
 

問

題

.と
も

い

う

べ

き

大

衆

と

の

関

係

に

づ

い

て

、

と

く

に

ご

の

蓮

動

を

支

持

し
 

た

階

層

の

分

析

や
、
こ

の

運

動

の

背

後

関

係

——

経

済

的

政

治

的

諸

関

係

に

つ
 

い

て

の

追

弈

が

き

わ

め

.て
不

宽

分

で

あ

る

こ

と

は

遺

憾

で

あ

る

。

大

衆

と

エ

リ

.

'

.:
■

五
七
：(

九
九.

一)



I
ト

と

の

関

係

：に

つ

い

て

は

、

た

だ

、

.
つ

ぎ

：
の

よ

：
う

な

叙

述

が

見

ら

.れ
る

に

す

. 

ぎ

な

い

。
「

フ

：ォ

ナ

ロ

ッ

：テ—

は

、

よ

り

下

の

段

階

と

最

も

高

い

段

階

と

の

間

. 

.の
、

従

>
て

宣

伝

の

目

的

の

た

め

に

必

要

と

さ

れ

る

普

通

の

人

々

と

、

イ
デ
オ

• 

ロ

ギ

I
的

な

B
標

、

組

潜

な

体

制

ぞ

し

て

結

社

の

実

際

の

人

員

に

つ

い

て

、', 

彼

ら

だ

け

が

知

っ

て

い

る

#

Pの
指

^

の̂

間

の

.完

^
な

1

を

_

貞

化

し

た
 

の

で

あ

る

」
(
p
.

CO
S)
,

ブ

ォ

ナ

ロ

ッ

テ

ィ

は

、

重

叩

家

で

あ

づ

た

だ

け

で

な

く

、

ま

た

す

ぐ

れ

た

革
 

命

思

想

家

で

も

あ

っ

.た
。

$

思

想

家

と

し

て

の

彼

の

地

位

を

不

動

の

も

の

と
 

し

た

の

は

、

ー

八

ニ

八

年

に

そ

の

初

版

が

.ブ
リ

ュ

.ッ
セ

ル

で

あ

ら

わ

れ

た

「

平
 

等

の

た

め

の

(conspiration Fom:
 

Êgalit§

 

s
© 皆 B

a
b
e
u
f
, 

wuivie du procesauqfdel elle donna

 lieu etdew piwcew JUOT- 

ti

chcatives, etc.)

で

あ

っ

て

、

.第
四

章

に

お

い

て

は

、

こ

の

書

め

内

容

の
 

紹

介

と

政

治

史

上

に

お

け

る

地

位

が

論

じ

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

一

八

三

六
 

年

、

チ
ャー

チ
ス
ト

蓮

動

の

指

導

者

ブ

ロ

ン

テ

ア

，
オ

ブ

ラ

イ

ェ

ン

に

よ

っ

て
 

英

訳

さ

れ

た

.ほ
か

、

そ

の

後

ニ

〇

世

紀

に

至

る

ま

で

に

ド
イ
ッ
、
イ
タ
リ
ア
、
 

ロ

シ

ア

の

各

国

語

に

翻

訳

さ

れ

、

い

か

に

上

く

読

ま

れ

た

.か
は

、
，英

国

に

お

い
 

て

は

一

八

三

六

年

の

オ

プ

ラ

イ

ェ

ン

の

英

双

■
が

五

万

^
.
を

売

り

づ

く

し

た

こ
 

と

か

ら

も

う

か

が

う

こ

と

が

で

き

る

。

著

者

は

、

こ

の

書

が

ョ

ー

口

ッ

パ

社

会
 

主

義

思

想

、

と

く

に

マ

ル

ク

ス

主

義

に

あ

た

え

た

影

響

に

つ

い

.て
、

つ

ぎ

の

よ
 

う

に

の

ベ

て

い

る

。

「

た

と

え

ば

、

.平
等

の

た

め

の

^T

か 

'
一

八

四

四

年

に

、

力
I

ル

*

マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
読
ま
れ
、
し
か
も
マ
ル
ク
ス
と
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は 

モ
ー
ゼ
ス
•
へ
ス
に
よ
つ
て
翻
訳
さ
れ
る
は
ず
の
ド
イ
ツ
^
を
発
行
す
る
計
画

-

,■
■ 

■

.

五'

八'
' (

九
九5

を

た

て

た

，
と

い

ぅ

_
実
は
、」

い
ろ
：い
：ろ
の
.ョ
ー
ロ 
：ッ
パ
' の
'都
市
で
売
ら
れ
た 

か
:>
€

^
な
が
っ
た
か
も
^
れ
な
い
本
の
数
よ
り
も
い
は
る
か
，に
重
要
で
あ
る 

よ
ぅ
に
思
わ
れ
るJ 

&
. 

66
)
。

.著
者
の
こ
の̂

■

は
、
ま
と
と
に

正
鵠
を
射 

て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
こ
の
書
に
も
ら
.れ
た
ブ
.ォ
ナ
ロ
ッ
テ
ィ
の
思
想
の
歴
史 

的
意
義
に
つ
い
て
、
.：ハ
ロ
.ル
ド
.
ラ
ス
キ(

H
i
d

 L
a
s
s
,

が
、
そ
の
著

-I
現

代

革

命

の

省

察」
(Kefiection o

n

 the Revolution o
f

o
u
r 

Time, 

1
9
4
3
)

の

な

か

で

の

ベ

て

い

る

一

文

も

ま

た

示

唆

に

と

ん

で

い

る

。

「

力

ル

ヴ
 

ィ

ン

.を
生

ん

'
*
た

ジ

ュ

：ネ

.丨
ヴ

の

子

ル

ソ

ー

に

.お
い

て

極

め

て

自

然

.に

.発

露

し

た
 

見

解

は

、

お

よ

そ

人

間

と

は

社

会

制

度

に

よ

っ

て

腐

敗

墮

落

せ

し

•め

ら

れ

て

き
 

た

も

の

で

あ

る

と

い

う

彼

の

深

い

確

信

と

と

も

に

、

ル

ソ

-

か

ら

バ

ブ

一

フ

及
 

び

そ

の

一

味

の

^

者̂

'た
ち

に

伝

わ

っ

た

。

彼

ら

は

、

フ

ラ

ン

ス

に

お

け

る

彼
 

ら

の

希

望

が

、

.悪
し

き

人

々

に

よ

っ

て

破

壊

さ

れ

る

の

を

見

た

。

し

た

が

っ

て
 

彼

ら

は

陰

謀

的

独

裁

こ

そ

人

々

を

を

ぼ

な

し

に

善

に

駆

り

立

て

る

過

程

で

あ

る
 

と

考

え

た

。

バ

ブ

ー

フ

か

ら

ブ

ォ

.ロ：
ナ

ッ

テ

ィ

及

び

■
一

九

世

紀

初

頭

四

〇

年

間
 

に

ま

さ

に

生

れ

出

ん

と

し

て

い

.た

民

主

主

義

の

諸

秘

震

社

を

へ
て
、
こ
の
德 

念

は

マ

ル

ク

ス

と

社

会

主

義

運

動

に

伝

わ

っ

た

」
(

笠

原

訳

上

巻 
一

o
八

.頁)

。

'

著

者

は

、

第

五

章

お

よ

び

第

六

章

に

お

.い
て

、

一

八

三

〇

年

か

ら

三

七

年

に
 

い

た

，る

ブ

ォ

ナ

ロ
ッ
テ
ィ
の
フ
ラ
ン
ス

国

内

に

お

け

る

運

動

に

つ

い

て

、

例

に
 

よ

っ

て

多

く

の

人

々

の

説

を

か

か

げ

て

論

じ

て

い

る

。

と
く
に
第

五

章

'に

お

い
 

て

は

、

反

動

的

専

制

的

な

政

治

の

も

と

に

あ

っ

て

、

か

っ

て

の

革

_

な

組

織
 

「

至

高

に

.し
て

完

全

な

る

支

配

者

」

に
代

わ

る

%•
の
と
し
て「

モ
ン
ド」

を

っ 

く

り

、

彼

は

表

面

上

は

普

通

選

挙

を

要

求

す

る

合

法

的

な

共

和

主

義

運

動

家

と

し
て
現
わ
れ
な
が
ら
、
裏
面
で
は
イ

タ

リ

ア

や

べ

ル
：ギ

ー

に

お

け

る

^
.
^
的

民
 

主
主
義
連
動
と
の
交
渉
に
つ
い
：て
、
複
雑
な
経
緯
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
.- 

著
者
も
出

信
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
よ
う
に
.、
本
書
は
ブ
ォ
ナ

ロ

ッ
テ

ィ

研
. 

究
と
し
て
、
英
語
で
書
が
.れ
た
数
少
：な
い
も
の
の
ひ
.と
つ
で
あ
ろ
う
0
,脚
註
や 

巻
末
に
.か
か
.げ
ら
れ
た
参
考
乂
献
を
み
れ
ば
、
.著
者
の
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ

タ
 

リ
ア
.の
研
究
に
た
い
す
る
並
々
な
ら
ぬ
理
解
の
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
.
0 

. 

だ
が
著
者
の
広
い
文
献
的
渉
锨
や
博
引
旁
証
の
，な
か
に
、
真
理
探
求
へ
の
若
々
：
 

し
い
情
熱
を
感
じ
さ
せ
る
と
し
て
も
、
い
さ
さ
か
資
料
負
け
の
感
を
抱
が
せ
、
 

引
用
だ
け
が
表
面
に
で
て
著
者
独
自
.の
見
解
が
と
も
す
れ
ば
う
す
れ
が
ち
と
な 

り
、
そ
の
た
め
に
、
！
^

的
な
研
究
に
も
が
か
わ
ら
ず
、
叙
述
：に
変
化
が
芝
し 

く
、
迫
力
に
欠
け
た
も
の
に
し
て
い
る
。
.：何
よ
り
も
、
.副
題
に
お
い
.て
、「

最
/ 

湖
の
^

的̂
$

叩
家」

と
銘
う
た
れ
て
い
る
の
に
心
ひ
か
.れ
、
：バ
ブ
ー
フ
4
ブ 

ォ
ナ

ロ

ッ

テ

ィ

4
マ
ル
.ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス

—

レ
I 
ニ
シ
.
と

い

う思
想
的 

系
譜
を
主
題
に
し
て
、：
そ
の
.な
か
で
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
.

ー

ア

ィ

を

論

じ

よ

う

と

す

る
^

 

の
と
、
ひ

そ

か

に
期
待
し
て
い
た
筆
者
は
、
本
書
を
読
み
了
っ
て

、

軽
い
殳
|1 

に
襲
わ
れ
た
こ

と

.

を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
I―

す
九

五
九

、

八

：
，

二 

五
I

 

.

.

:
平
由
，隆
夫
著

.

.
S

 

- 
^
 

0
 

^

'.■

l.r
 

-J
.

 

■

 

•

■

.

.

.

-

■

.
-

。

H
社

i

障

は

、

最

近

『

時

代

の

寵

児

』

.：と
な

っ

た

観

が

あ

る

。

そ

れ

は

国

会
 

の

.壇
上

，
で

論

議

さ

れ

、

労

働

組

合

の

：

_
争X

.

ロ 

ー

ガ

ン

に

掲

げ

ら

れ

、

ま

た

市
 

.

民

講

座

の

開

辑

目

に

組

入

れ

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

関

す

る

著

書

も

、

.こ

れ
 

,
ま

'で
相

当

多

数

に

上

り

、

専

^
■
_

や

年

罾

_
す

ら

3

-0
'
ぜ

ら

れ

る

.に

至

ヮ
 

'た
。

し

か

し

専

門

家

の

間

は

別

と

■レ
て

.、
一

'般
.に
は

、
；
社

会

保

障

と

云

え

ば

、

,

漠

然

と

社

会

保

険

や

社

会

福

祉

を

意

味

す

る

も
の
と
考

え

ら

れ

て

い

る

場

合
 

が
、
.今
な

お

多

い

の
.で
：は

な

い

で

あ

ろ

5

か
。」

(

序)
，

:

'
.
本
書
の
第
一
の
特
長
：は
、
■「

社
会
保
障
を
、
社
会
保
険
を
含
む
社
会
政
策
ゃ 

.

.社

会

事

業

と.の

関

連

：
に

お

い

.て
者
察
1_
_
:

(

序)

し
、て
い
：る

と

こ

ろ

で

あ

る
0
著 

.

者
は
';
-
ま

ず

--
|資
本
主
義
社
舍
は
階
級
社
会
で
あ
る
1-
_

(

1
_四
頁
>
;と
断
定
し
、
 

資
本
主
義
社
会
を
他
の
社
会
か
ら
区
別
す
る
根
本
的
特
質
は
、
資
本
I

級
と 

無
§

階
級
の
対
立
が
、
社
会
構
造
の
基
調
を
办
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

.
そ

しV

資

本

主

翁

社

会

に

お

け

る

•か
が

る

階

級

対

立

.の
事

実

か

ら

、

色

々

の

弊
 

.害
が

：発

生

す

る.の
：
で

あ

：
る

と

せ

ら

れ

て

、

労

働

問

題

9

3

0̂
1
1
1: problem,- 

Ar
b
e
i
t
e
r
f
r
a
g
e
)

が

そ

の

中

心

を

^
じ

て

は

い

る

が

、

し

か

し

な

が

ら

他

の
 

諸

問ST.:

例

え

ば

^

®
題

、
へ

農

村

問

題

、

：

*f

企

業

問

題

"

独

立

労

働

者

問
 

,

«

:国
民

保

德

問

題

、
：
i

教

化

問

を

も

包

含

し

て

い

て

、
貧

困

、

.失
業

、

' 

. 

.

五

九

ーC

九
：九

.三
：

)

(

飯

由

'
鼎)

書評及び紹介


